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1.シナリオ概要
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1.シナリオ概要(1/2)

 GPTを活用した多くの機能を統一ポータルに集約。ポータルから利用したい機能を選択し、各アプリ

ケーションにアクセスします。

 各機能は今後さらに拡張、拡充していき、多様な機能を提供予定。

Sentiment Analysis

Minutes writing
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1.シナリオ概要(2/2)

 先だって議事録作成、顧客の声分析、法務・文章チェックといった業務を効率化するアプリケーショ

ンとして、議事録作成・チャット・感情分析の機能を実装します。

チャット機能
Azure Open AIへのチャットでの
質問を行う機能

チャット形式で
質問入力

感情分析機能

お客様の声のCSVファイルを
アップロードするとポジティブ
なのかネガティブなのか判断す
る機能 お客様の声（TXT)を

アップロード
各お客様の声について

感情分析
結果のファイル出力

も可

議事録作成機能

発言録のテキストファイルを
アップロードすると会議名、日
時、参加者、決定事項、Todo、
議事内容を作成し、議事録ド
キュメンとしてアウトプットす
る機能

議事メモ・発言録
（CSV)を

アップロード

議事録を作成
結果のファイル出力

も可



2.デモUI
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2.デモUI 議事録作成機能(1/2)

発言録のテキストファイルを

ドラッグアンドドロップ



©︎2023 ABeam Consulting Ltd.confidential7

2.デモUI 議事録作成機能(2/2)
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2.デモUI チャット機能
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2.デモUI 感情分析機能

お客様の声が格納されたCSVを
ドラッグアンドドロップ



3.アーキテクチャ
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3.アーキテクチャ

 ABeam開発の汎用的な導入テンプレートの利用で、クイックな環境立ち上げが可能です。

Key Vault

ユーザ

Azure

Private Link Service Azure Open AI
Service

クライアント環境

外部アクセス

インシデント発生時通知

Microsoft Defender

セキュリティ・監視

Network Watcher Activity Log

Logic Apps

暗号化

Log Analytics

Functions

Web Apps

Azure VNET

Private 
Endpoint

Subnet Subnet

DNS Resolver

Guestユーザとして認証

Integrated Subnet + NSGにより

社外へのOutbound禁止
Private LinkによりFunction/ 

Azure Cosmos DB/Open AI 

Serviceが外部からアクセスさ

れない

Functionが外部とアクセスする際に

インターネットを利用しない施策

(NSGでOutbound制御)

データの配置先のため

CMKで暗号化

PJメンバー

社内 Network

VPN 
Client

Azure AD

P2S VPN

Function Key

WebApps

Azure 

Cosmos DB

Azure AD



4.考慮事項
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4.Azure Well-Architected Framework観点での考慮事項 (1/2)

Microsoft Azure Well-Architected Frameworkの観点に則った以下の点を考慮した実装・運用は、非機

能要件の充足に有効です。

回復性

セキュリティ

可用性

• アプリケーションの正常性を監視するために、このシナリオでは Log Analytics を使用します。 Log Analytics を
使用すると、異常時のログを迅速に分析し対応することができます。

• 回復性に関するその他の記事については、「信頼性の高い Azure アプリケーションを設計する」を参照してくださ
い。

• セキュリティは、重要なデータやシステムの意図的な攻撃や悪用に対する保証を提供します。 詳細については、
「セキュリティの重要な要素の概要」を参照してください。

• セキュリティで保護されたソリューションの設計に関する一般的なガイダンスについては、「Azure のセキュリ
ティのドキュメント」を参照してください。

• エンドユーザーの認証認可について、社外ユーザはAzure AD B2C、社内ユーザはAzure ADのご利用をご検討くだ
さい。

• このシナリオにおけるWeb AppsとAzure Open AI Serviceの間の通信ではPrivate Linkを使用し、内部からアクセ
スしています。

• Azureのサービスでは「可用性ゾーン」や「リージョン」といった単位で可用性を設計しており、 これらを適切に
組み合わせることで、ビジネス クリティカルなワークロードの信頼性を実現するように設計することが可能です。
詳細は「Azure リージョンと可用性ゾーンとは」をご参照ください。

• このシナリオで用いられているAzure Open AI、Azure Cosmos DB for PostgreSQL 等のコンポーネントはそれぞれ
ゾーン冗長、リージョン冗長、geoレプリケーションなど高可用性のオプションや構成を利用可能です。必要となる
可用性に応じて導入を検討してください。複数リージョン間/複数ゾーン間でAct-Act構成を取る場合にはAzure 
Front Door、Azure Application Gatewayなどの利用をご推奨します。信頼性

https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/well-architected/
https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/architecture/framework/resiliency/app-design
https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/architecture/framework/security/overview
https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/security
https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/reliability/availability-zones-overview
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4.Azure Well-Architected Framework観点での考慮事項 (2/2)

オペレーション
エクセレンス

パフォーマンス
効率

コスト最適化

• システムの健全性の担保、トラブルの解決、利用動向の監視を行うためには適切な監視とログ収集が必要となりま
す。詳細は「ワークロードの監視」をご参照ください。

• ソフトウェアのアップデートや脆弱性への対応など、ソフトウェア/インフラ設計の改修を円滑に進められるよう、
DevOpsプロセスを確立してください。詳細は「リリース エンジニアリングの継続的インテグレーション」をご参
照ください。

• アプリケーションの負荷が高まることを見越し、スケーラビリティの確保をあらかじめ検討することは重要です。
詳細は「スケーリング用のアプリケーションを設計する」をご参照ください

• App Serviceは負荷に応じて水平にスケールさせることが可能です。詳細については「自動スケーリングを有効にす
る方法」をご参照ください。

• 特定のユーザーにAzure Open AIの利用が集中することを避けたい場合には API Management によるクォータ導入
などをご検討ください。設定の詳細は「Azure API Management を使用した高度な要求スロットル 」をご参照くだ
さい。

• 不要な費用を削減し、運用効率を向上させる方法を検討することです。 詳しくは、コスト最適化の柱の概要に関す
る記事をご覧ください。

https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/well-architected/devops/monitor-pipeline
https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/well-architected/devops/release-engineering-ci
https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/well-architected/scalability/design-scale
https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/app-service/manage-automatic-scaling?tabs=azure-portal
https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/api-management/api-management-sample-flexible-throttling
https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure/architecture/framework/cost/overview
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